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＜審査結果の要旨＞  

１． 主論文について 

（１）研究の概要 

本研究は、脳卒中片麻痺患者が立位姿勢から歩き出す場合と、座位から立ち上がって歩き出す場合

に、麻痺側と非麻痺側のどちらの脚から歩き出すのが良いかを安定性，効率性，姿勢の対称性という

視点から分析を行った研究である。研究の方法は、回復期の脳卒中片麻痺患者 38 名を対象とし、立

位姿勢から歩き出す動作と、座位から立ち上がって歩き出す動作について、それぞれ麻痺側下肢から

歩き出す課題と、非麻痺側下肢から歩き出す課題の 2条件について、三次元動作解析装置を用いて調

べた。結果は、麻痺側下肢から歩くと動作の安定性は高くなるが，姿勢の非対称性は増大するため，

動作が安定した患者は非麻痺側下肢から歩くことが推奨されると結論づけられている。 

（２）研究方法 

本研究は、国際医療福祉大学倫理委員会の承認（承認番号 17-Io-22）および中伊豆リハビリテーシ

ョンセンター倫理委員会の承認（承認番号 28-007）を得て実施されており、倫理指針に基づいて遂行

された研究であると判断した。本研究において、動作の安定性，効率性，姿勢の対称性を調べる指標

として、倒立振子モデルに基づく推定質量中心位置を算出し、1 歩目離地時の足部外側縁から推定質

量中心までの距離を求め、その値を安定性の指標とした点は、新規性のある分析方法であり、片麻痺

患者の動作特性を抽出するのに最適な指標であった。また、効率性は歩き出し動作に要した時間を指

標とし、姿勢の対称性は 1歩目離地時の骨盤挙上角度の課題間の違いを指標とするなど、臨床的な印

象を数値化するための指標を実に上手く設定していた。 

（３）知見の新規性と価値 

 本研究の新規性は、脳卒中片麻痺患者が、歩き出す際にどちらの脚から歩き出すのが良いかという

臨床的疑問に対して、安定性、効率性、対称性という３つの視点から分析を行い、それらを統合して

結論を導き出した事と、さらには発症からの期間が経過していく中で、片麻痺患者が動作方略を決定

する際の優先事項を推論した点である。これらの知見は、脳卒中片麻痺患者のリハビリテーションに

貢献する研究として高く評価できる。 

 

２．口頭試問の結果および審査経過 

  審査会は 2回開催し、初回審査で若干の論文構成の修正と統計学的分析に関する指摘があり、論

文の修正を求めたところ適切に修正された。  

 

３．合否を記載する。 

 以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（保健医療学）の学位を授与するに十 

分な価値があるものと認めた。 
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